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１．当中間決算に関する定性的情報 

（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当中間連結会計期間におけるわが国の経済は、中国を始めとするアジア新興国の景気下振れ懸念や、熊本地震

の影響などから輸出・生産面に鈍さがみられましたが、企業収益が改善傾向にある中で、雇用・所得環境も着実

に改善し、緩やかな回復基調が続きました。 

金融市場において長期金利は、６月に英国が EU 離脱を選択したことを受け、安全資産とされる国債が買われ

たため、10年債利回りは△0.2％を下回る過去最低を更新しました。９月には、日銀が新たな枠組みとして、「長

短金利操作付き量的・質的金融緩和」を導入したことで、10 年債利回りは一時プラス圏に浮上したものの、そ

の後は再びマイナス圏での推移となりました。また、日経平均株価は、英国の EU離脱を受け、一時 15,000円を

下回る水準まで下落したものの、その後、欧米株高といった好材料を背景に買戻しの動きが見られ、16,000 円

台を回復しました。一方、為替は、金融政策決定会合の結果を受け、やや大きく円高に振れる場面が見られるな

ど、概ね円高傾向となり、９月末は１ドル 101円前後での推移となりました。 

こうした中、当地山陰をみますと、個人消費に弱さがみられましたが、企業収益の改善を背景に雇用・所得環

境は着実に改善しており、景気は、全国同様、緩やかな回復基調が続きました。 

その結果、当中間連結会計期間（平成 28年４月１日～平成 28年９月 30日）における経営成績は以下のとお

りとなりました。 

経常収益は、貸出金利回りの低下を主因として貸出金利息が減少しましたが、貸倒引当金戻入益を計上した

ことなどから、全体では前年同期比 331百万円増加し 5,153百万円となりました。 

一方、経常費用は、貸倒引当金繰入額が戻入に転じたことに加え、営業経費が減少したことなどがありまし

たが、その他の経常費用が増加したことなどから、全体では前年同期比 48 百万円増加し 4,062 百万円となりま

した。 

この結果、経常利益は前年同期比 283 百万円増益の 1,090 百万円となりました。また、親会社株主に帰属す

る中間純利益は前年同期比 288百万円増益の 788百万円となりました。 
 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

預金につきましては、定期性預金を中心として個人預金が増加しましたが、公金預金や法人預金が減少した

ことから、預金全体では前連結会計年度末に比べ 69億円減少し、3,611億円となりました。 

貸出金につきましては、中小企業向け貸出金や個人向け貸出金が減少したことなどから貸出金全体では、前

連結会計年度末に比べ 56億円減少し、2,593億円となりました。 

また、有価証券につきましては、市場動向に配意し、効率的な運用に努めた結果、前連結会計年度末とほぼ

同額の 1,005億円となりました。 
 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

平成 28 年 10 月 27 日に平成 29 年３月期第２四半期（累計）業績予想（連結・個別）の上方修正開示をして

おります。通期の業績予想（連結・個別）につきましては、今後の経済情勢等により与信費用や有価証券関係損

益が変動する可能性等を勘案した結果、当初予想（平成 28年５月 13日公表）計数のとおり変更はありません。 
 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）当中間期における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計方針の変更） 

法人税法の改正に伴い、「平成 28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実

務対応報告第 32号 平成 28年６月 17日）を当中間連結会計期間に適用し、平成 28年４月１日以後に取得

した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。  

この結果、当中間連結会計期間の経常利益及び税金等調整前中間純利益はそれぞれ０百万円増加してお

ります。  
 

（３）追加情報 

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第 26号 平成 28年３月 28日）

を当中間連結会計期間から適用しております。  
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３．中間連結財務諸表

（１）中間連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当中間連結会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部

現金預け金 37,555 35,682

買入金銭債権 2,599 2,599

有価証券 100,561 100,517

貸出金 264,980 259,378

外国為替 0 0

リース債権及びリース投資資産 4,061 4,225

その他資産 2,019 2,206

有形固定資産 8,928 8,906

無形固定資産 279 323

退職給付に係る資産 83 85

繰延税金資産 59 48

支払承諾見返 8,816 9,734

貸倒引当金 △3,678 △3,479

資産の部合計 426,267 420,230

負債の部

預金 368,089 361,168

借用金 23,583 24,207

社債 1,540 1,530

その他負債 1,381 1,235

役員退職慰労引当金 223 197

睡眠預金払戻損失引当金 19 20

偶発損失引当金 87 73

本店建替損失引当金 435 435

繰延税金負債 1,141 857

再評価に係る繰延税金負債 570 569

支払承諾 8,816 9,734

負債の部合計 405,889 400,030

純資産の部

資本金 6,636 6,636

資本剰余金 472 472

利益剰余金 7,374 8,024

自己株式 △43 △43

株主資本合計 14,440 15,090

その他有価証券評価差額金 4,717 3,890

土地再評価差額金 1,187 1,186

退職給付に係る調整累計額 14 12

その他の包括利益累計額合計 5,918 5,089

非支配株主持分 19 19

純資産の部合計 20,378 20,199

負債及び純資産の部合計 426,267 420,230
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（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

中間連結損益計算書

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 平成27年４月１日

　至 平成27年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

経常収益 4,822 5,153

資金運用収益 3,027 2,616

（うち貸出金利息） 2,226 2,015

（うち有価証券利息配当金） 785 586

役務取引等収益 403 358

その他業務収益 31 474

その他経常収益 1,358 1,704

経常費用 4,014 4,062

資金調達費用 334 317

（うち預金利息） 281 268

役務取引等費用 297 300

その他業務費用 1 5

営業経費 2,382 2,320

その他経常費用 999 1,120

経常利益 807 1,090

特別損失 1 5

固定資産処分損 1 5

税金等調整前中間純利益 805 1,084

法人税、住民税及び事業税 340 205

法人税等還付税額 △79 -

法人税等調整額 43 90

法人税等合計 305 295

中間純利益 500 789

非支配株主に帰属する中間純利益 0 0

親会社株主に帰属する中間純利益 499 788
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中間連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 平成27年４月１日

　至 平成27年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

中間純利益 500 789

その他の包括利益 △1,328 △828

その他有価証券評価差額金 △1,320 △827

退職給付に係る調整額 △7 △1

中間包括利益 △827 △39

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 △828 △40

非支配株主に係る中間包括利益 0 0
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（３）中間連結株主資本等変動計算書

前中間連結会計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 6,636 472 6,985 △43 14,051

当中間期変動額

剰余金の配当 △166 △166

親会社株主に帰属す

る中間純利益
499 499

自己株式の取得 △0 △0

株主資本以外の項目

の 当 中 間 期 変 動 額

（純額）

当中間期変動額合計 ― ― 333 △0 333

当中間期末残高 6,636 472 7,318 △43 14,384

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計その他有価証券評

価差額金
土地再評価差額金

退職給付に係る調

整累計額

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 5,500 1,157 83 6,741 18 20,811

当中間期変動額

剰余金の配当 △166

親会社株主に帰属す

る中間純利益
499

自己株式の取得 △0

株主資本以外の項目

の 当 中 間 期 変 動 額

（純額）

△1,320 ― △7 △1,328 0 △1,327

当中間期変動額合計 △1,320 ― △7 △1,328 0 △994

当中間期末残高 4,179 1,157 76 5,413 18 19,816
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当中間連結会計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 6,636 472 7,374 △43 14,440

当中間期変動額

剰余金の配当 △138 △138

親会社株主に帰属す

る中間純利益
788 788

自己株式の取得 △0 △0

自己株式の処分 △0 0 0

土地再評価差額金の

取崩
1 1

株主資本以外の項目

の 当 中 間 期 変 動 額

（純額）

当中間期変動額合計 ― ― 650 0 650

当中間期末残高 6,636 472 8,024 △43 15,090

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計その他有価証券評

価差額金
土地再評価差額金

退職給付に係る調

整累計額

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 4,717 1,187 14 5,918 19 20,378

当中間期変動額

剰余金の配当 △138

親会社株主に帰属す

る中間純利益
788

自己株式の取得 △0

自己株式の処分 0

土地再評価差額金の

取崩
1

株主資本以外の項目

の 当 中 間 期 変 動 額

（純額）

△827 △1 △1 △829 0 △829

当中間期変動額合計 △827 △1 △1 △829 0 △178

当中間期末残高 3,890 1,186 12 5,089 19 20,199

　

（４）継続企業の前提に関する注記

該当事項はありません。

（５）重要な後発事象

該当事項はありません。

決算短信（宝印刷） 2016年10月28日 16時16分 5ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）

㈱島根銀行（7150）　平成29年３月期　第２四半期決算短信

7



４．中間財務諸表

（１）中間貸借対照表

(単位：百万円)

前事業年度
(平成28年３月31日)

当中間会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部

現金預け金 37,295 35,394

買入金銭債権 2,599 2,599

有価証券 101,011 100,967

貸出金 266,629 260,885

外国為替 0 0

その他資産 996 981

その他の資産 996 981

有形固定資産 8,851 8,840

無形固定資産 266 315

前払年金費用 63 67

支払承諾見返 8,816 9,734

貸倒引当金 △3,481 △3,312

資産の部合計 423,048 416,474

負債の部

預金 368,288 361,380

借用金 21,216 21,280

社債 1,500 1,500

その他負債 1,216 1,104

未払法人税等 184 169

リース債務 92 84

資産除去債務 54 55

その他の負債 885 796

役員退職慰労引当金 223 197

睡眠預金払戻損失引当金 19 20

偶発損失引当金 87 73

本店建替損失引当金 435 435

繰延税金負債 1,134 851

再評価に係る繰延税金負債 570 569

支払承諾 8,816 9,734

負債の部合計 403,508 397,148

純資産の部

資本金 6,636 6,636

資本剰余金 472 472

資本準備金 472 472

利益剰余金 6,569 7,184

利益準備金 651 679

その他利益剰余金 5,917 6,504

別途積立金 2,072 2,072

繰越利益剰余金 3,845 4,432

自己株式 △43 △43

株主資本合計 13,635 14,250

その他有価証券評価差額金 4,717 3,890

土地再評価差額金 1,187 1,186

評価・換算差額等合計 5,904 5,076

純資産の部合計 19,540 19,326

負債及び純資産の部合計 423,048 416,474

決算短信（宝印刷） 2016年10月28日 16時16分 6ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）

㈱島根銀行（7150）　平成29年３月期　第２四半期決算短信

8



（２）中間損益計算書

(単位：百万円)
前中間会計期間

(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当中間会計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

経常収益 4,035 3,974

資金運用収益 3,044 2,631

（うち貸出金利息） 2,235 2,023

（うち有価証券利息配当金） 792 593

役務取引等収益 404 359

その他業務収益 31 474

その他経常収益 554 509

経常費用 3,274 2,940

資金調達費用 328 308

（うち預金利息） 281 268

役務取引等費用 297 300

その他業務費用 1 5

営業経費 2,370 2,299

その他経常費用 277 27

経常利益 760 1,034

特別損失 1 5

税引前中間純利益 759 1,028

法人税、住民税及び事業税 326 196

法人税等還付税額 △79 -

法人税等調整額 38 79

法人税等合計 286 275

中間純利益 472 752

決算短信（宝印刷） 2016年10月28日 16時16分 7ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）

㈱島根銀行（7150）　平成29年３月期　第２四半期決算短信

9



（３）中間株主資本等変動計算書

前中間会計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金 資本剰余金合計 利益準備金
その他利益剰余金

利益剰余金合計
別途積立金 繰越利益剰余金

当期首残高 6,636 472 472 590 2,072 3,565 6,228

当中間期変動額

剰余金の配当 △166 △166

利益準備金の積立 33 △33 ―

中間純利益 472 472

自己株式の取得

株主資本以外の項目

の 当 中 間 期 変 動 額

（純額）

当中間期変動額合計 ― ― ― 33 ― 272 305

当中間期末残高 6,636 472 472 624 2,072 3,838 6,534

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
自己株式 株主資本合計

その他有価証券

評価差額金

土地再評価差額

金

評価・換算差額

等合計

当期首残高 △43 13,294 5,500 1,157 6,657 19,952

当中間期変動額

剰余金の配当 △166 △166

利益準備金の積立 ― ―

中間純利益 472 472

自己株式の取得 △0 △0 △0

株主資本以外の項目

の 当 中 間 期 変 動 額

（純額）

△1,320 ― △1,320 △1,320

当中間期変動額合計 △0 305 △1,320 ― △1,320 △1,014

当中間期末残高 △43 13,600 4,179 1,157 5,336 18,937
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当中間会計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金 資本剰余金合計 利益準備金
その他利益剰余金

利益剰余金合計
別途積立金 繰越利益剰余金

当期首残高 6,636 472 472 651 2,072 3,845 6,569

当中間期変動額

剰余金の配当 △138 △138

利益準備金の積立 27 △27 ―

中間純利益 752 752

自己株式の取得

自己株式の処分 △0 △0

土地再評価差額金の

取崩
1 1

株主資本以外の項目

の 当 中 間 期 変 動 額

（純額）

当中間期変動額合計 ― ― ― 27 ― 586 614

当中間期末残高 6,636 472 472 679 2,072 4,432 7,184

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
自己株式 株主資本合計

その他有価証券

評価差額金

土地再評価差額

金

評価・換算差額

等合計

当期首残高 △43 13,635 4,717 1,187 5,904 19,540

当中間期変動額

剰余金の配当 △138 △138

利益準備金の積立 ― ―

中間純利益 752 752

自己株式の取得 △0 △0 △0

自己株式の処分 0 0 0

土地再評価差額金の

取崩
1 1

株主資本以外の項目

の 当 中 間 期 変 動 額

（純額）

△827 △1 △828 △828

当中間期変動額合計 0 614 △827 △1 △828 △213

当中間期末残高 △43 14,250 3,890 1,186 5,076 19,326

　

（４）継続企業の前提に関する注記

該当事項はありません。
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